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第63回 名著への旅

応募先 / 
問い合わせ先

〒984-0011 仙台市若林区六丁の目西町8番45号
笹氣出版印刷株式会社内「まなびのめ」編集部

TEL 022-288-5555
FAX 022-288-5551

manabinome@sasappa.co.jp
（FAXは24時間受付 電話受付時間10：00～16：00 土・日・祝日除く）

「気」になる「氣」・・・当社は言葉を組版する職業として、漢字の本来の成り立ちである「本字」を大切に
したいという思いがあり、社名に使われる本字の「氣」を使用することでその思いを表しています。

2024年1月5日発行予定
おじゃまします
学びの庭に

TAKE FREE 無料
ご自由にお持ち帰りください。

図書カード懸賞付
クイズあります

詳しくは中面へ

当事者の視点による災害女性学を

62第 号2023. 10
季刊誌

これからの主な「学び」イベント39件 掲載！
「学び」イベント 参加体験記
名著への旅
Voice Park

『イスラム飲酒紀行』（高野秀行）

「学び」の場所へ

行ってみよう！

名著への旅

　書名を見て「？？？」となった人もいるのではないだろう
か。「イスラム」と「飲酒」、珍妙な取り合わせの言葉である。
本書は数々の紀行文を著してきた高野秀行による、アルコー
ル禁止のはずのイスラム教国で酒を求めて奔走するルポル
タージュである。
　例えば、空港でこっそりワインを口に含んでみたり、密造
酒の噂を聞きつけて駆けつけたり、砂漠のオアシスの森の中
で現地の人たちと酒盛りしたり、イスラム圏での飲酒の難し
さと、イスラム圏の飲酒事情がふんだんに込められている。
　そもそも「イスラム」とひとことで言っても、その内実は
極めて多様である。詩人オマル・ハイヤームは酒の詩を多く
残し、イスラム神秘主義者であるスーフィーにとって酩酊は
神との合一の手段となる。「イスラム」は多くの人が抱くイ
メージよりも柔軟であることが、本書からうかがわれる。
　ただの酒飲みが周囲を巻き込みながらただひたすらに酒を
追い求める話ではあるが、人間と文化と宗教の裏表をのぞき
見ることができる。　　　 　　　　　　　　　　　　 （寺）
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Web版Web版
随時更新中！随時更新中！ まなびのめ

天童 睦子 先生

宮城学院女子大学　一般教育部　教授
（女性学・ジェンダー論・教育社会学）

「国民」であることとは

加藤　雄大 先生

東北医科薬科大学　教養教育センター　講師
（国際法学）

『イスラム飲酒紀行』

高野秀行 著
講談社

（2014年7月15日初版発行）

学術の世界と市民をつなぐ情報誌「まなびのめ」第62号／発行日2023年10月5日
企画・編集　「まなびのめ」編集部／発行　笹氣出版印刷株式会社

「まなびのめ」編集部　川又進　菅野麻実　庄司真希
オブザーバー：笹氣義幸　寺田征也（明星大学）　　　 協力：株式会社市瀬　有限会社阿部正志製本

この印刷物はグリーン基準に適合した印刷資材を使用して、グリーンプリンティング認定工場が印刷
した環境配慮商品です。用紙はFSC®認証材および管理原材料から作られている紙を使用し、インキ
は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

  

ⓒ笹氣出版印刷株式会社　無断で複写、複製、転載することを禁じます。

おじゃまします
学びの庭に 人権を考える人権を考える

これまで学んだことや郷土史など調査してきたことを冊子に
まとめてみたい、短歌・俳句・書画・写真など自分の作品を本に
してみたい、とお考えになったことはありませんか？
「まなびのめ」を発行している笹氣出版印刷は、学術関係の書籍・

論集はもとより、一般の方の「自分の本」づくりでも、これまで
多くのお役立ちをさせていただいてきました。
　どうまとめたらいいのか、希望の装丁でつくれるのか、などなど、
どんなことでもまずはお氣軽にご相談ください。
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Tel 022-752-2140問合先

吉野作造記念館
吉野作造記念館

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール
Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
50 名

東北学院大学土樋キャンパス・ホーイ記念館 H203 教室
Tel 022-264-6401東北学院大学キリスト教文化研究所
100 名

東北学院大学五橋キャンパス未来の扉センターフリースペース（シュネーダー記念館） 30 名程度
宮城県教育委員会、東北学院大学生涯学習・社会教育研究室 Tel 022-211-3653

みやぎ東日本大震災津波伝承館多目的スペース
宮城県復興・危機管理部復興支援・伝承課、東北大学災害科学国際研究所

Tel 0229-23-7100

30 名

オンライン開講（Zoom）
東北工業大学地域連携センター　地域未来構築事業 Tel 022-305-3818

オンライン開講（Zoom）
仙台市博物館、東北工業大学

300 名

50 名＋オンライン 100 名

Tel 022-723-0538

オンライン開講（Zoom）
東北工業大学 Tel 022-305-3810

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール＋オンライン
学都仙台コンソーシアム・東北大学 Tel 022-217-5204

仙台市天文台　加藤・小坂ホール 抽選 20 名（小学校５・６年生、中学生）
Tel 022-214-3429宮城教育大学・仙台市天文台

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール 50 名

先着80名（小学4年生以上）

Tel 022-279-4703学都仙台コンソーシアム・宮城学院女子大学

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3818東北工業大学地域連携センター　地域未来構築事業

東松島市矢本東市民センター
奥松島縄文村歴史資料館、東松島市

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3818東北工業大学地域連携センター　地域未来構築事業

仙台市天文台　加藤・小坂ホール
東北大学大学院理学研究科・仙台市天文台 Tel 022-391-1300

Tel 0225-88-3927

吉野作造記念館
吉野作造記念館 Tel 0229-23-7100

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール 50 名

30 名

学都仙台コンソーシアム・尚絅学院大学 Tel 022-381-1490

みやぎ東日本大震災津波伝承館多目的スペース
宮城県復興・危機管理部復興支援・伝承課、東北大学災害科学国際研究所

東北学院大学土樋キャンパス 8 号館 4 階 841 教室
Tel 022-264-6362東北学院大学経営研究所
100 名

Tel 022-752-2140

150 名

講　師　笠井香代子氏（宮城教育大学）

講　師　木野和代氏・友野隆成氏・森康浩氏（宮城学院女子大学）

講　師　芝田正氏（東北放送株式会社技術局次長兼技術管理部長）

講　師　熊谷公男氏（東北学院大学名誉教授）

講　師　菊地良覺氏（東北工業大学特命教授）

講　師  鈴木淳氏（東北工業大学総合教育センター 教授）

講　師　村松淳司氏（東北大学多元物質科学研究所教授）

講　師　佐藤莉乃氏・鈴木政徳氏（公益財団法人せんだい男女共同参画財団）

講　師　氏家仁氏（吉野作造記念館館長）

講　師　天澤寛子氏（特定非営利活動法人 浜わらす事務局長）

講　師　大沼正寛氏（東北工業大学ライフデザイン学部教授）

講　師 水野沙織氏（仙台市博物館学芸普及室長）・中村琢巳氏（東北工業大学建築学科准教授）

講　師　大庭雅寛氏（東北大学大学院環境科学研究科特任准教授）

講　師　田中知雄氏（株式会社 TRI サナトロジー研究所代表取締役）

講　師　中村智樹氏（東北大学大学院理学研究科地学専攻教授）

講　師　氏家仁氏（吉野作造記念館館長）

講　師　中山悟視氏（尚絅学院大学人文社会学類准教授）

講　師　坂口奈央氏（東北大学大学院文学研究科特任助教）

講　師　工藤俊悦氏（税理士）

宮城教育大学×仙台市天文台連携企画　
スペースラボ in 仙台市天文台　第 3 回

「宇宙で役立つ３D プリンター」

学都仙台コンソーシアム 
サテライトキャンパス公開講座

「試験に受かるための心理学」

「地域未来学」講座 24「放送メディアの
現在・過去・未来 ～より良いメディア環
境の構築に向けて～」（オンライン）

東松島市文化財講演会「蝦夷と倭人」

「地域未来学」講座 25「地域住民協働によ
る減災・防災の実践的活動「仙台八木山防
災連絡会」について」（オンライン）

市民公開講座 No.578 
「イギリス文学と音楽」（オンライン）

共生社会を考える
「話してみない？＃ジェンダー不平等」
（みやぎ県民大学）

後期基礎講座：吉野作造の文章を読んで
みよう：第 2 回 「戦後の国際平和をどの
ように構想したのか～その 2 ～」

「知りたい　みやぎ復興の知恵」第 8 回
「ここは津波がきたまち。海へ行こう。」

「地域未来学」講座 18 「まちかどの風景
とリ・デザイン—仙台たてものがたり—」

（オンライン）

まちなか博物館講座（第 14 回）
 「仙台城下の町屋と町並み ― 過去・現在・
未来 ―」（オンライン）

学都仙台コンソーシアム サテライトキャ
ンパス公開講座「地球環境史とエネルギー
から読み解く SDGs」

キリスト教文化研究所主催研究フォーラム
2023「田中忠雄・その生涯と作品～田中忠雄
はなぜ聖書画を描くようになったのか～」

仙台市天文台×東北大学大学院理学研究科公開サイエンス
講座 2023 年度第 2 回 「探査機はやぶさ 2 が持ち帰った
小惑星サンプル : 見えてきた小惑星内部の龍宮城の世界」

後期基礎講座：吉野作造の文章を読んで
みよう：第 3 回 「戦後の軍備縮小をどの
ように構想したのか～その 1 ～」

学都仙台コンソーシアム 
サテライトキャンパス公開講座

「アメリカ文学とサンタクロース」

3.11 学びなおし塾
「震災遺構から読み解く災害文化」

第 57 回経営研究所研究会
「インボイスと電帳法」

学都仙台コンソーシアム サテライトキャ
ンパス公開講座「仙台みやぎのスポーツ～
支えることで参加する～」（ハイブリッド）

申込不要

　ここに掲載する情報は、主催者である各研究・教育機関や施設が公開
している情報を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証する
ものではありません。日時、内容等に変更がある可能性がありますので、
詳しくは各問合先へご確認ください。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されていたものが中止・
延期となることがあります。最新の情報は主催者のホームページ等でご
確認をお願いいたします。

このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込

詳細はWeb版に掲載しております。http://manabinome.com/掲載料は無料です。掲載料は無料です。

「学び」イベント情報 募集中!!
Web版は随時更新。紙版次号向けには
11月末までに情報をお寄せください。

更新日：2023/09/15
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おじゃまします
学びの庭に 人権を考える人権を考える

これまで学んだことや郷土史など調査してきたことを冊子に
まとめてみたい、短歌・俳句・書画・写真など自分の作品を本に
してみたい、とお考えになったことはありませんか？
「まなびのめ」を発行している笹氣出版印刷は、学術関係の書籍・

論集はもとより、一般の方の「自分の本」づくりでも、これまで
多くのお役立ちをさせていただいてきました。
　どうまとめたらいいのか、希望の装丁でつくれるのか、などなど、
どんなことでもまずはお氣軽にご相談ください。

シリーズ
「東日本大震災」【13】

シリーズ
「東日本大震災」【13】
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Tel 022-752-2140問合先

吉野作造記念館
吉野作造記念館

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール
Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
50 名

東北学院大学土樋キャンパス・ホーイ記念館 H203 教室
Tel 022-264-6401東北学院大学キリスト教文化研究所
100 名

東北学院大学五橋キャンパス未来の扉センターフリースペース（シュネーダー記念館） 30 名程度
宮城県教育委員会、東北学院大学生涯学習・社会教育研究室 Tel 022-211-3653

みやぎ東日本大震災津波伝承館多目的スペース
宮城県復興・危機管理部復興支援・伝承課、東北大学災害科学国際研究所

Tel 0229-23-7100

30 名

オンライン開講（Zoom）
東北工業大学地域連携センター　地域未来構築事業 Tel 022-305-3818

オンライン開講（Zoom）
仙台市博物館、東北工業大学

300 名

50 名＋オンライン 100 名

Tel 022-723-0538

オンライン開講（Zoom）
東北工業大学 Tel 022-305-3810

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール＋オンライン
学都仙台コンソーシアム・東北大学 Tel 022-217-5204

仙台市天文台　加藤・小坂ホール 抽選 20 名（小学校５・６年生、中学生）
Tel 022-214-3429宮城教育大学・仙台市天文台

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール 50 名

先着80名（小学4年生以上）

Tel 022-279-4703学都仙台コンソーシアム・宮城学院女子大学

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3818東北工業大学地域連携センター　地域未来構築事業

東松島市矢本東市民センター
奥松島縄文村歴史資料館、東松島市

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3818東北工業大学地域連携センター　地域未来構築事業

仙台市天文台　加藤・小坂ホール
東北大学大学院理学研究科・仙台市天文台 Tel 022-391-1300

Tel 0225-88-3927

吉野作造記念館
吉野作造記念館 Tel 0229-23-7100

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール 50 名

30 名

学都仙台コンソーシアム・尚絅学院大学 Tel 022-381-1490

みやぎ東日本大震災津波伝承館多目的スペース
宮城県復興・危機管理部復興支援・伝承課、東北大学災害科学国際研究所

東北学院大学土樋キャンパス 8 号館 4 階 841 教室
Tel 022-264-6362東北学院大学経営研究所
100 名

Tel 022-752-2140

150 名

講　師　笠井香代子氏（宮城教育大学）

講　師　木野和代氏・友野隆成氏・森康浩氏（宮城学院女子大学）

講　師　芝田正氏（東北放送株式会社技術局次長兼技術管理部長）

講　師　熊谷公男氏（東北学院大学名誉教授）

講　師　菊地良覺氏（東北工業大学特命教授）

講　師  鈴木淳氏（東北工業大学総合教育センター 教授）

講　師　村松淳司氏（東北大学多元物質科学研究所教授）

講　師　佐藤莉乃氏・鈴木政徳氏（公益財団法人せんだい男女共同参画財団）

講　師　氏家仁氏（吉野作造記念館館長）

講　師　天澤寛子氏（特定非営利活動法人 浜わらす事務局長）

講　師　大沼正寛氏（東北工業大学ライフデザイン学部教授）

講　師 水野沙織氏（仙台市博物館学芸普及室長）・中村琢巳氏（東北工業大学建築学科准教授）

講　師　大庭雅寛氏（東北大学大学院環境科学研究科特任准教授）

講　師　田中知雄氏（株式会社 TRI サナトロジー研究所代表取締役）

講　師　中村智樹氏（東北大学大学院理学研究科地学専攻教授）

講　師　氏家仁氏（吉野作造記念館館長）

講　師　中山悟視氏（尚絅学院大学人文社会学類准教授）

講　師　坂口奈央氏（東北大学大学院文学研究科特任助教）

講　師　工藤俊悦氏（税理士）

宮城教育大学×仙台市天文台連携企画　
スペースラボ in 仙台市天文台　第 3 回

「宇宙で役立つ３D プリンター」

学都仙台コンソーシアム 
サテライトキャンパス公開講座

「試験に受かるための心理学」

「地域未来学」講座 24「放送メディアの
現在・過去・未来 ～より良いメディア環
境の構築に向けて～」（オンライン）

東松島市文化財講演会「蝦夷と倭人」

「地域未来学」講座 25「地域住民協働によ
る減災・防災の実践的活動「仙台八木山防
災連絡会」について」（オンライン）

市民公開講座 No.578 
「イギリス文学と音楽」（オンライン）

共生社会を考える
「話してみない？＃ジェンダー不平等」
（みやぎ県民大学）

後期基礎講座：吉野作造の文章を読んで
みよう：第 2 回 「戦後の国際平和をどの
ように構想したのか～その 2 ～」

「知りたい　みやぎ復興の知恵」第 8 回
「ここは津波がきたまち。海へ行こう。」

「地域未来学」講座 18 「まちかどの風景
とリ・デザイン—仙台たてものがたり—」

（オンライン）

まちなか博物館講座（第 14 回）
 「仙台城下の町屋と町並み ― 過去・現在・
未来 ―」（オンライン）

学都仙台コンソーシアム サテライトキャ
ンパス公開講座「地球環境史とエネルギー
から読み解く SDGs」

キリスト教文化研究所主催研究フォーラム
2023「田中忠雄・その生涯と作品～田中忠雄
はなぜ聖書画を描くようになったのか～」

仙台市天文台×東北大学大学院理学研究科公開サイエンス
講座 2023 年度第 2 回 「探査機はやぶさ 2 が持ち帰った
小惑星サンプル : 見えてきた小惑星内部の龍宮城の世界」

後期基礎講座：吉野作造の文章を読んで
みよう：第 3 回 「戦後の軍備縮小をどの
ように構想したのか～その 1 ～」

学都仙台コンソーシアム 
サテライトキャンパス公開講座

「アメリカ文学とサンタクロース」

3.11 学びなおし塾
「震災遺構から読み解く災害文化」

第 57 回経営研究所研究会
「インボイスと電帳法」

学都仙台コンソーシアム サテライトキャ
ンパス公開講座「仙台みやぎのスポーツ～
支えることで参加する～」（ハイブリッド）

申込不要

　ここに掲載する情報は、主催者である各研究・教育機関や施設が公開
している情報を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証する
ものではありません。日時、内容等に変更がある可能性がありますので、
詳しくは各問合先へご確認ください。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されていたものが中止・
延期となることがあります。最新の情報は主催者のホームページ等でご
確認をお願いいたします。

このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込

詳細はWeb版に掲載しております。http://manabinome.com/掲載料は無料です。掲載料は無料です。

「学び」イベント情報 募集中!!
Web版は随時更新。紙版次号向けには
11月末までに情報をお寄せください。



おじゃまします
学びの庭に

このところ様々な社会問題で「人権を考える」機会が増えています。「基本的人権」は生まれながらにみんなが持っている
もの、という感覚でいますが、とはいえ「人権って何？」と問われるとはっきり答えられないような…。
今回は２つの切り口から「人権を考える」ことにしてみました。
まずは「ジェンダーの視点からの人権」について宮城学院女子大学・天童睦子先生のお話を。

当事者の視点による災害女性 ※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、連絡及び
　発送に限り利用させていただきます。

はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。

応募
方法

懸賞懸賞

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。加藤雄大先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。加藤雄大先生の記事もご覧ください。

懸賞

Q.1  天童先生が、その構築に今もっとも力を入れているという学問分野は？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

【応募締切】2023年12月10日　当日消印有効

 歴史を学ぶことで見えてくる
　2015 年に着任して以来、人権やキャリアに関する教育に主
導的な立場で関わってきました。本学では全ての新入生が「女
性と人権」という講義を履修します。また 4 年間を通して学
ぶ「キャリアデザイン科目」は、職業の選択や就職だけでなく、
女性の生き方を総合的に考え、自立して生きる力を身につける
ための授業です。これらの内容を策定し、教科書を執筆・編集
する中で、私自身も専門であるジェンダーや女性学について、
あらためて学びを深めることができました。
　こうした授業を経験した卒業生たちが、勤務先や地域社会で
生き生きと力を発揮しているのを見るのは大きな喜びです。ま
た 4 年生が、就職活動に取り組む中で「先生の授業があって
良かったです」と言ってくれるのも、うれしくてなりません。
　ジェンダーや女性学という言葉に、なじみの薄い方もおられ
るかもしれません。ジェンダーとは、生物的な性別に対して、
文化的・社会的に形成された性別を指します。また女性学は、
男性中心だった政治、経済、社会、歴史などの研究のあり方を、
女性の視点から見直し、考え直そうとする学問分野です。
　これらは女性の人権を主張し、両性の平等を求める理論・運
動であるフェミニズムとも関連しています。フェミニズムは時
にマスメディアでからかいの対象にされたり、インターネット
上で、内容を知ろうともせずに批判されたりもしてきました。
しかし今、ジェンダーの問題は社会で広く認識されるようにな
り、新しい学問だった女性学には蓄積ができ、フェミニズムの
考え方も若い世代を中心に広く受け入れられています。
　こうした変化は、先人の努力や苦闘があったからこそです。
私たちはその歴史を知り、社会を変えるための歩みを止めず、
また次の世代へつないで行かなければなりません。そのため本
学の授業「女性と人権」でも、歴史の学びを重視しています。

たとえば人権の歴史ではフランス革命と人権宣言が有名です
が、女性の権利は認められていませんでした。こうした学びか
ら、学生たちは「高校までの学習内容だけでは、自分たちの権
利について本当に理解することは難しい」と分かります。
　また上の世代の家族の経験が、身近な歴史であることにも氣
づきます。授業後の学生のコメントには、「祖母からは、私も 
大学で学びたかったけれど出来なかった、あなたは頑張りなさ
いと言われました」というものもありました。日本の女性の大
学進学率は上昇してきましたし、進学先も短大から四年制大学
へという傾向が続いています。しかし「女に学問はいらない」「四
年制大学など出たら嫁のもらい手がない」といった考えは、地
域によっては決して昔話ではないのです。

 世界に取り残されている日本
　日本は世界から、女性の人権について「遅れている国」と見
られています。世界経済フォーラムが毎年発表する「ジェンダー
平等ランキング」で、今年は 146 カ国中 125 位と、過去最低
を更新しました。国際的な基準では、日本は特に政治と経済の
分野で遅れが目立ちます。
　たしかに法律の整備は進んできました。1979 年に国連総会
で採択された「女性差別撤廃条約」を批准するため、関連する
国内法の制定や改正が行われたことは大きかったと思います。
1984 年には国籍法が改正され、日本国籍を取得できる条件が
出生時に 「父親が日本人であること」から、「両親のどちらかが
日本人であること」（父母両系主義）に変わりました。1985 年
には「男女雇用機会均等法」が成立し、やっと条約を批准します。
　働き方については、均等法の成立後も動きが続いています。
しかしそれは人権の面から見ると、決して前進だけではありま
せん。男性並みに転勤があって長時間労働もいとわない総合職
と、補助的な業務で昇進が限られる一般職という女性の「コー
ス別雇用管理制度」は、その一例です。さらには不安定な雇用
が広がり、女性の多くが契約社員や非正規での就労を選ばざる
を得ない状況が作られています。経済的自立は女性の人権にとっ
て大変重要ですが、平等にはほど遠いと言わざるを得ません。
　学校教育も変わりました。「家庭科」は、実は戦後すぐの時
期には男女共修が目指され、限界はあったものの一部は実現し
ていました。しかしその後、中学校の「技術・家庭科」で男子
に技術科が、女子に家庭科が振り分けられます。高校では家庭
科が、女子のみ必修になりました。しかし女性差別撤廃条約の

批准にあわせて、1989 年に学習指導要領が改訂され、1993
年には中学校の技術・家庭で男女が学ぶ内容が同一となり、翌
年には高校の家庭科が男女ともに必修となりました。
　性的被害の問題も深刻です。1980 年代以降、職場での性的
な嫌がらせがセクシュアル・ハラスメントとして認識されるよ
うになりました。均等法の 1997 年の改正で、ようやく防止規
定が盛り込まれます。今年の 7 月には「不同意性交罪」などを
含む、改正刑法が施行されました。こうした変化も、勇氣ある
女性たちの、裁判などにおける困難な戦いがあったからです。
　家族についても、妊娠・出産における女性の自己決定権や、
家事・育児・介護などの分担など、問題は山積しています。ま
た現在では、性的マイノリティへの偏見や差別の解消を目指す
動きも拡大しつつあります。そうした中で、私が今もっとも力
を入れているのが「災害女性学」の構築です。

 「次」に備える災害女性学を
　きっかけは、2011 年の東日本大震災です。私は仙台市出身
ですが、当時は名古屋市の大学に勤務していました。帰仙し、
家族をケアしたり被災地を回ったりした後で名古屋に戻ると、
大都市の明るさや被災地との落差に強烈な違和感を覚えたので
す。「故郷の、東北の復興に貢献したい」と思うようになり、
本学が女性学の教員を求めているのを知って手を挙げました。
　その過程で、本学の教授を務めておられた浅野富美枝先生や、
NPO 法人イコールネット仙台の宗片恵美子さんらと知り合う
ことができ、避難・移住した被災女性たちへの聞き取り調査な
どに取り組みます。震災で女性や子ども、高齢者たちは、弱い
立場ならではの大きな困難に見舞われました。支援のあり方や
避難所の運営方法など、多くの反省点が指摘されています。私
たちはこの経験を、必ず「次の災害」に活かさなければなりま
せん。そのためには防災や減災、支援体制や法律の整備だけで
なく、これらの基盤となる当事者の視点、ジェンダーの視点に
よる理論的・学問的な枠組みが不可欠です。震災から 10 年の
節目には浅野先生と『災害女性学をつくる』という本を刊行し
ました。これを出発点として、災害女性学を確立していきたい
と思っています。
　女子大学に勤務している今、私はあらためて「女性が成長過
程の一時期、女性だけの環境に身を置くことには大きな意味が
ある」と考えています。私自身も仙台で女子高生活を送り、ミッ
ション系の東京女子大学に学びました。教育の場には今でも暗

学を
に、男性優位、責任ある立場には主に男性、女性はそれを支え
る、といった慣習が残っています。精神的に伸び伸びと成長で
きる、女子だけの学びの場が必要とされているのです。
　そういう私も、かつては女性と人権について、決して自覚的
とは言えませんでした。大学を出て就職し、結婚し、育休制度
が不十分だった時代にあって、子どもができて退職します。英
語が長所だったため、家で翻訳の仕事などはしていましたが、
しばらくはモヤモヤを抱えた専業主婦でした。しかし大学の恩
師に偶然再会して情報を得たことから、大学院を目指そうと一
念発起します。大学でも社会学を学んでいましたが、明確な目
的があったわけではありません。しかし今度は自分の経験と問
題意識を基に、本格的にその研究をしようと思ったのです。
　30 代半ばにして、母校の大学院で 10 歳以上年下の仲間た
ちと勉強に励み、修論の提出日には小学校低学年だった息子を
連れて院の窓口に急ぎました。大変でしたが、自分がずっと感
じていた「女性ならではの困難」の理由が、霧が晴れるように
明らかになった喜びは、今でも忘れることができません。さら
には一からフランス語を学ぶなど準備して早稲田大学の博士課
程に進み、40 代で研究者になりました。皆さんも年齢にとら
われず、またご自身の経験や問題意識を大切にしながら、学び
続けていただければと思います。
（取材＝ 2023 年 8 月 25 日／宮城学院女子大学 人文館　講師室にて）
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おじゃまします
学びの庭に

このところ様々な社会問題で「人権を考える」機会が増えています。「基本的人権」は生まれながらにみんなが持っている
もの、という感覚でいますが、とはいえ「人権って何？」と問われるとはっきり答えられないような…。
今回は２つの切り口から「人権を考える」ことにしてみました。
まずは「ジェンダーの視点からの人権」について宮城学院女子大学・天童睦子先生のお話を。

当事者の視点による災害女性 ※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、連絡及び
　発送に限り利用させていただきます。

はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。

応募
方法

懸賞懸賞

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。加藤雄大先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。加藤雄大先生の記事もご覧ください。

懸賞

Q.1  天童先生が、その構築に今もっとも力を入れているという学問分野は？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

【応募締切】2023年12月10日　当日消印有効

 歴史を学ぶことで見えてくる
　2015 年に着任して以来、人権やキャリアに関する教育に主
導的な立場で関わってきました。本学では全ての新入生が「女
性と人権」という講義を履修します。また 4 年間を通して学
ぶ「キャリアデザイン科目」は、職業の選択や就職だけでなく、
女性の生き方を総合的に考え、自立して生きる力を身につける
ための授業です。これらの内容を策定し、教科書を執筆・編集
する中で、私自身も専門であるジェンダーや女性学について、
あらためて学びを深めることができました。
　こうした授業を経験した卒業生たちが、勤務先や地域社会で
生き生きと力を発揮しているのを見るのは大きな喜びです。ま
た 4 年生が、就職活動に取り組む中で「先生の授業があって
良かったです」と言ってくれるのも、うれしくてなりません。
　ジェンダーや女性学という言葉に、なじみの薄い方もおられ
るかもしれません。ジェンダーとは、生物的な性別に対して、
文化的・社会的に形成された性別を指します。また女性学は、
男性中心だった政治、経済、社会、歴史などの研究のあり方を、
女性の視点から見直し、考え直そうとする学問分野です。
　これらは女性の人権を主張し、両性の平等を求める理論・運
動であるフェミニズムとも関連しています。フェミニズムは時
にマスメディアでからかいの対象にされたり、インターネット
上で、内容を知ろうともせずに批判されたりもしてきました。
しかし今、ジェンダーの問題は社会で広く認識されるようにな
り、新しい学問だった女性学には蓄積ができ、フェミニズムの
考え方も若い世代を中心に広く受け入れられています。
　こうした変化は、先人の努力や苦闘があったからこそです。
私たちはその歴史を知り、社会を変えるための歩みを止めず、
また次の世代へつないで行かなければなりません。そのため本
学の授業「女性と人権」でも、歴史の学びを重視しています。

たとえば人権の歴史ではフランス革命と人権宣言が有名です
が、女性の権利は認められていませんでした。こうした学びか
ら、学生たちは「高校までの学習内容だけでは、自分たちの権
利について本当に理解することは難しい」と分かります。
　また上の世代の家族の経験が、身近な歴史であることにも氣
づきます。授業後の学生のコメントには、「祖母からは、私も 
大学で学びたかったけれど出来なかった、あなたは頑張りなさ
いと言われました」というものもありました。日本の女性の大
学進学率は上昇してきましたし、進学先も短大から四年制大学
へという傾向が続いています。しかし「女に学問はいらない」「四
年制大学など出たら嫁のもらい手がない」といった考えは、地
域によっては決して昔話ではないのです。

 世界に取り残されている日本
　日本は世界から、女性の人権について「遅れている国」と見
られています。世界経済フォーラムが毎年発表する「ジェンダー
平等ランキング」で、今年は 146 カ国中 125 位と、過去最低
を更新しました。国際的な基準では、日本は特に政治と経済の
分野で遅れが目立ちます。
　たしかに法律の整備は進んできました。1979 年に国連総会
で採択された「女性差別撤廃条約」を批准するため、関連する
国内法の制定や改正が行われたことは大きかったと思います。
1984 年には国籍法が改正され、日本国籍を取得できる条件が
出生時に 「父親が日本人であること」から、「両親のどちらかが
日本人であること」（父母両系主義）に変わりました。1985 年
には「男女雇用機会均等法」が成立し、やっと条約を批准します。
　働き方については、均等法の成立後も動きが続いています。
しかしそれは人権の面から見ると、決して前進だけではありま
せん。男性並みに転勤があって長時間労働もいとわない総合職
と、補助的な業務で昇進が限られる一般職という女性の「コー
ス別雇用管理制度」は、その一例です。さらには不安定な雇用
が広がり、女性の多くが契約社員や非正規での就労を選ばざる
を得ない状況が作られています。経済的自立は女性の人権にとっ
て大変重要ですが、平等にはほど遠いと言わざるを得ません。
　学校教育も変わりました。「家庭科」は、実は戦後すぐの時
期には男女共修が目指され、限界はあったものの一部は実現し
ていました。しかしその後、中学校の「技術・家庭科」で男子
に技術科が、女子に家庭科が振り分けられます。高校では家庭
科が、女子のみ必修になりました。しかし女性差別撤廃条約の

批准にあわせて、1989 年に学習指導要領が改訂され、1993
年には中学校の技術・家庭で男女が学ぶ内容が同一となり、翌
年には高校の家庭科が男女ともに必修となりました。
　性的被害の問題も深刻です。1980 年代以降、職場での性的
な嫌がらせがセクシュアル・ハラスメントとして認識されるよ
うになりました。均等法の 1997 年の改正で、ようやく防止規
定が盛り込まれます。今年の 7 月には「不同意性交罪」などを
含む、改正刑法が施行されました。こうした変化も、勇氣ある
女性たちの、裁判などにおける困難な戦いがあったからです。
　家族についても、妊娠・出産における女性の自己決定権や、
家事・育児・介護などの分担など、問題は山積しています。ま
た現在では、性的マイノリティへの偏見や差別の解消を目指す
動きも拡大しつつあります。そうした中で、私が今もっとも力
を入れているのが「災害女性学」の構築です。

 「次」に備える災害女性学を
　きっかけは、2011 年の東日本大震災です。私は仙台市出身
ですが、当時は名古屋市の大学に勤務していました。帰仙し、
家族をケアしたり被災地を回ったりした後で名古屋に戻ると、
大都市の明るさや被災地との落差に強烈な違和感を覚えたので
す。「故郷の、東北の復興に貢献したい」と思うようになり、
本学が女性学の教員を求めているのを知って手を挙げました。
　その過程で、本学の教授を務めておられた浅野富美枝先生や、
NPO 法人イコールネット仙台の宗片恵美子さんらと知り合う
ことができ、避難・移住した被災女性たちへの聞き取り調査な
どに取り組みます。震災で女性や子ども、高齢者たちは、弱い
立場ならではの大きな困難に見舞われました。支援のあり方や
避難所の運営方法など、多くの反省点が指摘されています。私
たちはこの経験を、必ず「次の災害」に活かさなければなりま
せん。そのためには防災や減災、支援体制や法律の整備だけで
なく、これらの基盤となる当事者の視点、ジェンダーの視点に
よる理論的・学問的な枠組みが不可欠です。震災から 10 年の
節目には浅野先生と『災害女性学をつくる』という本を刊行し
ました。これを出発点として、災害女性学を確立していきたい
と思っています。
　女子大学に勤務している今、私はあらためて「女性が成長過
程の一時期、女性だけの環境に身を置くことには大きな意味が
ある」と考えています。私自身も仙台で女子高生活を送り、ミッ
ション系の東京女子大学に学びました。教育の場には今でも暗

学を
に、男性優位、責任ある立場には主に男性、女性はそれを支え
る、といった慣習が残っています。精神的に伸び伸びと成長で
きる、女子だけの学びの場が必要とされているのです。
　そういう私も、かつては女性と人権について、決して自覚的
とは言えませんでした。大学を出て就職し、結婚し、育休制度
が不十分だった時代にあって、子どもができて退職します。英
語が長所だったため、家で翻訳の仕事などはしていましたが、
しばらくはモヤモヤを抱えた専業主婦でした。しかし大学の恩
師に偶然再会して情報を得たことから、大学院を目指そうと一
念発起します。大学でも社会学を学んでいましたが、明確な目
的があったわけではありません。しかし今度は自分の経験と問
題意識を基に、本格的にその研究をしようと思ったのです。
　30 代半ばにして、母校の大学院で 10 歳以上年下の仲間た
ちと勉強に励み、修論の提出日には小学校低学年だった息子を
連れて院の窓口に急ぎました。大変でしたが、自分がずっと感
じていた「女性ならではの困難」の理由が、霧が晴れるように
明らかになった喜びは、今でも忘れることができません。さら
には一からフランス語を学ぶなど準備して早稲田大学の博士課
程に進み、40 代で研究者になりました。皆さんも年齢にとら
われず、またご自身の経験や問題意識を大切にしながら、学び
続けていただければと思います。
（取材＝ 2023 年 8 月 25 日／宮城学院女子大学 人文館　講師室にて）
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ントと教育の未来　知識をジェンダーで問い直す』、編著書に『キャリアを創る―女性の
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害女性学をつくる』など。



　さらには、多くの国は、20 世紀初頭まで、「妻の国籍は、
夫の国籍による」という規則を使っていました。つまり、違う
国籍をもつ人と結婚した場合、妻の国籍が夫の国籍と同じ国籍に
変わる、ということです。今となってはヘンですよね。そのよう
な規則のせいで、結婚して夫と同じ国籍をもつことになったとこ
ろ、出身国と国籍国が戦争を始め、出身国にも帰れなくなり、国
籍国では敵として虐められた、などという逸話も残っています。
　それから、とくに 1930 年代には、各国で国籍の剥奪が流
行しました。ナチ・ドイツによるそれはある程度広く知られて
いますが、イギリスやフランスもその時期にはそれまで自国民
として扱っていた人から国籍を剥奪しています。「難民」とい
う法的類型を規律する国際条約も、同じ時期にそのように国籍
を剥奪された人や（アルメニア第一共和国など）そもそも自国
が消滅してしまった人の地位を確定するために起草された経緯
があります。そのずっと後の 1990 年代の旧ユーゴスラヴィ
アの解体に際しても、同じ問題が生じています。

  これからの成員資格
　このように「国籍」も、「在留資格」などと同じように、人
工的につくられ、維持されている制度です。そこには、それを
分かちもつ多くの人たちのあいだの水平的な連帯を生み出す最
高の装置としての側面と、それをもたない人とのあいだに支配
と従属の関係を生み出してしまう最悪の装置としての側面があ
ります。「血統主義」は排他的で悪く、「生地主義」は包摂的で
良い、と素朴に考えられていたこともありましたが、たとえば、
親の一時滞在先で生まれた子が、その後ずっと暮らしている生
地主義国の国籍を取得できないという事例もあり、一概にはい
えません。そこで最近では、「連関主義」（jus nexi）が提唱さ
れ、その人の生活に最も密接に関連している国の国籍を付与し
てはどうか、といった議論が交わされています。
　みなさんはどのように考えるでしょうか。ぜひ一緒に考えて
みてください。
（取材＝ 2023 年 9 月 11 日／東北医科薬科大学 小松島キャンパス

教育研究棟 6 階 法学研究室にて）

おじゃまします
学びの庭に

移民・難民問題のニュースなどに触れ、日本における外国の方の「人権を考える」機会も増えていますが、
人権の問題は当然のごとく、私たち「国内の人間」にとっても無関係ではありません。
法的な面から人権を学ぼうと、東北医科薬科大学の加藤雄大先生にお話をうかがいました。

「国民」であることとは
  「国民」の外から「人権」をみる

　最近の「出入国管理及び難民認定法」（入管難民法）の改正
に向けた動きは、賛否両極の議論を呼びながら、それが含んで
いる様々な問題についての関心を高めてきました。その論点は、
日本国民としての視点から、「私たちは外国の人たちにどのよ
うに向き合えばよいのか」といったかたちで、ふつう論じられ
ているように思います。私が専攻している法学でも同じように、

「外国人にどのように人権が保障されるべきか」というかたち
で問題が捉えられることは少なくありません。
　ただ、論点はそれだけではない、と考えています。私の専門は、
法学のなかでも「国際法学」と呼ばれている分野です。「国際法」
は、もっぱら複数の国家間の関係を規律している法で、それを
通して意味づけられようとする空間は（宇宙空間を含む）世界
の全体に及んでいます。その「国際法」による規律に注目して、
必ずしもどこかの国民としての視点によらず、世界の全体を意
味づけている重要な一つの要素として、「国籍や在留資格など国
家の成員資格は、どのようにある（べき）か」を研究しています。
　なかでも、一国民の視点からみれば「外国人」でしかない、
国籍やそれに等しい地位を保障されていない人たちの状態は、
ただ「人」であるがゆえに保障されるはずの「人権」が、現実
にはそのように保障されていないこと、あるいはどのような条
件の下であれば「人権」は保障されているといえるのかを知る
ためのポイントになります。そうした「人権」の諸条件をなす

現実とともに、国籍や在留資格など国家の成員資格に与えられ
る（べき）法的な意味について考えています。

  2005年のフランスでの「移民による」(?)暴動
　私が国際法への関心を高め、専門的に学ぼうと考えたのは、
大学時代にフランスで起きた事件がきっかけです。2005 年、
パリ郊外で移民第二世代の若者 2 人が、警察官に追われて逃
げる途中で感電死したことから大規模な暴動が発生しました。
その暴動は、日本では「『移民』によって引き起こされた暴動」
あるいは「移民の暴動」として知られ、今日にいたる排外主義
的な言説に何か正当性のようなものを与え続けています。今日
の日本政府が、「移民政策は採らない」（実質的にそれに相当す
る政策を採っているかどうかはともかく）と標榜しているのも、
遠因として、この事件の伝わり方が作用していると感じます。
　なんとしても、私が学生であった当時の法学部では、ドイツ、
イギリス、アメリカ、そしてフランスの法制度は、日本がよい
国になるために模範とすべきものとして、すごく理想化されて
いました。今も、ほとんどの法学者は、それらいずれか１つ以
上の法制度に知悉していますが、そうした状況にあって、フラ
ンスの法制度が「移民によって」壊乱されようとしているのか
もしれないことは、そのフランス像との葛藤を生み出す、衝撃
的な事件だったのです。

  フランス・リヨンでの学校生活から
　ただ、私は、山形で生まれ、子どものころはズーズー弁を話し、
夏は草野球や草サッカー、冬は米袋で作ったそりで自然を楽し
んでいたのですが、小学生のときに親の都合で 3 年間フラン
スのリヨンに暮らしました。日本人学校にも週 1 日だけ通っ
ていましたが、残りの４日は地元の公立学校です。リヨンは山
形よりもずっと人が多い場所で、私のクラスにも様々な外見や
言語、宗教をもつ子がいました。フランス語を話したり、友だ
ちをつくったり、子どもだったので、今思い返すと相当な速度
で順応していましたが、それでもまったく別の世界に驚いてい
る感覚も残っています。
　先に触れたフランスの「『移民』の暴動」を担ったのは、私
と同世代の人たちでした。それで、「もしかしたら自分がその
中にいたかもしれない」と思ったのです。日本国民の一人とし
てしか問題を考えようとしない傾向が強かった当時の法学のあ
りかたに疑問をもったのも同じ頃です。

  「あたりまえ」ではない「あたりまえ」
　私たちは自分が「日本人」であるとか、あの人が「外国
人」であるといったことを自然に受け入れて、生活していま
す。それには理由があって、世界を見渡しても、ほとんどの
国の法令は、親の国籍と同じ国籍を取得する「血統主義」（jus 
sanguinis［羅］）か、出生地を支配する国家の国籍を取得す
る「生地主義」（jus soli［羅］）かのどちらか、あるいはそれ
ぞれを組み合わせる方法を採っているからです。「血」の原理
と「土」の原理のどちらも、生まれながらに国籍を与えるもの、
国籍を「生得的なもの」とする原理です。
　ほとんどの人が「国籍」を生まれながらに取得してしまって
いるので、それを「あたりまえ」のものと考えることもまた

「あたりまえ」かもしれません。ただ、歴史をふり返ると、国
籍の生得的性質が決して「あたりまえ」ではないことがわかり
ます。たとえば、多くの人が領主のモノとして扱われていた中
世には、「住所」によってその人の（「国籍」というよりももっ
とあいまいな）所属（誰の領主のモノか）が決められていまし
た。「住所主義」（jus domicili［羅］）などと呼ばれます。「住所」
は、その人が実際に暮らしている「居所」とは違い、たとえば、
大昔に曽祖父が暮らしていただけで、その人にとって何の所縁
もない場所であることも少なくありませんでした。サヴィニー

（Friedrich Carl von Savigny［1779 年～ 1861 年］）という
有名な法学者によると、古代ローマの都市国家の成員資格は、
血統（origo［羅］）か、この住所（domicilium［羅］）かによっ
て決められていたそうです。フランス革命期には、この「住所
主義」の桎
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を解くために、フランスが「血統主義」を採用し
たという歴史もあります。
　また、フランスといえば「生地主義」という印象もありま
すが、19 世紀末まで「血統主義」が採られていました。そし
て、その転換期には、「生地主義」の正当性を補強する論理と
して、今ではほぼまったく知られていませんが、「教育主義」（jus 
educationis［羅］）、つまり「学校教育を受けた国の国籍を取
得すべきである」という考えが提唱されたこともありました。
その背後には、自国の兵士となる人を増やしたいという邪心が
あったようですが、そのおかげで（？）、フランス人らしいとは
いえない外見の私も、やがてフランスを構成する「市民」（citoyen

［仏］）になっていく人として、フランスの学校では他の子ども
と同じように扱ってもらえたのかもしれないと思います。
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　さらには、多くの国は、20 世紀初頭まで、「妻の国籍は、
夫の国籍による」という規則を使っていました。つまり、違う
国籍をもつ人と結婚した場合、妻の国籍が夫の国籍と同じ国籍に
変わる、ということです。今となってはヘンですよね。そのよう
な規則のせいで、結婚して夫と同じ国籍をもつことになったとこ
ろ、出身国と国籍国が戦争を始め、出身国にも帰れなくなり、国
籍国では敵として虐められた、などという逸話も残っています。
　それから、とくに 1930 年代には、各国で国籍の剥奪が流
行しました。ナチ・ドイツによるそれはある程度広く知られて
いますが、イギリスやフランスもその時期にはそれまで自国民
として扱っていた人から国籍を剥奪しています。「難民」とい
う法的類型を規律する国際条約も、同じ時期にそのように国籍
を剥奪された人や（アルメニア第一共和国など）そもそも自国
が消滅してしまった人の地位を確定するために起草された経緯
があります。そのずっと後の 1990 年代の旧ユーゴスラヴィ
アの解体に際しても、同じ問題が生じています。

  これからの成員資格
　このように「国籍」も、「在留資格」などと同じように、人
工的につくられ、維持されている制度です。そこには、それを
分かちもつ多くの人たちのあいだの水平的な連帯を生み出す最
高の装置としての側面と、それをもたない人とのあいだに支配
と従属の関係を生み出してしまう最悪の装置としての側面があ
ります。「血統主義」は排他的で悪く、「生地主義」は包摂的で
良い、と素朴に考えられていたこともありましたが、たとえば、
親の一時滞在先で生まれた子が、その後ずっと暮らしている生
地主義国の国籍を取得できないという事例もあり、一概にはい
えません。そこで最近では、「連関主義」（jus nexi）が提唱さ
れ、その人の生活に最も密接に関連している国の国籍を付与し
てはどうか、といった議論が交わされています。
　みなさんはどのように考えるでしょうか。ぜひ一緒に考えて
みてください。
（取材＝ 2023 年 9 月 11 日／東北医科薬科大学 小松島キャンパス

教育研究棟 6 階 法学研究室にて）
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　定員 50名の対面方式の講座です。午前中ということもあり、
高齢者が多く参加していました。おそらく、「脚は“第2の心臓”」
の意味するところを理解している人は多いと思います。個人的
には父が 90歳を過ぎた頃から脚のむくみ症状がでて困ってい
たこともあり、身近な問題として関心がありました。

　講師は大学で教鞭をとっている現役の理学療法士です。むく
みが専門で、特にリンパ腫などによるむくみ治療についてドイ
ツへ留学して国際的な専門資格を取得しているそうです。今回
の講義の前半は、心臓の働きと体内の血液の循環器系、そして
運動の効果の説明でした。後半はむくみ（浮腫）の原因とその
対処法の話です。

　身体各部では毛細血管を通じた水分の移動により体内細胞へ
の栄養の供給と逆に細胞からの老廃物の吸収除去という働きが
行われています。講師は血管から体内へでた水分は 10％がリ
ンパ管へ入り、残りの 90％が再び毛細血管へ戻るという出入
りの姿をポンチ絵にして解説します。この水分移動の量的バラ
ンスが崩れると細胞間の水分が増えてむくみの発生につながり
ます。バランスを崩す原因には高血圧や血液たんぱくの減少、
血管損傷、リンパ管の異常など、いろいろあります。むくみに
は症状が身体の全身か一部かによって原因や対処法は異なるの
で医師の診察を仰ぐことが必要になります。

　むくみの対策としてつま先立ちや効果的な歩き方等の運動療
法も紹介していますが、具体的な実施方法や効果に関する言及
はあまりなかったように思います。むくみと運動の関係につい
てその改善効果や実践例等理学療法からの知見も紹介してもら
えれば参考になったことでしょう。

　インターネットを通じて情報を得ることは容易になった時代
ですが、得られた情報の信頼性や読み取り方など素人には判断
しにくいこともあります。このような情報をうまく活用するた
めには専門家のアドヴァイスが頼りになります。話し手が話し
たいこと、伝えたいことと聞き手が聞きたいこと、知りたいこ
との間には重なる部分もあればそうでない部分もあります。質
問で引き出すという方法もありますが、聞き手が間口を拡げて
幅広くくみ取ってゆくようにすれば新しい発見があるのかもし
れません。	 　　　　　　　　　　	（仙台市　島田昭一）

■学都仙台コンソーシアムサテライトキャンパス公開講座
	　「脚は“第２の心臓”～むくみと運動の関係～」
講　師：東北文化学園大学　小野部純氏
日　時：2023年 7月 22日（土）10：30～ 12：00
場　所：仙台市民活動サポートセンター６Fセミナーホール
主　催：学都仙台コンソーシアム・東北文化学園大学地域連携センター

参加体験記

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第 62号・秋／「紫苑」（si-on）

　　

　第 61 号 おそれ

　今号のテーマ『おそれ』で恐怖や不安などについていろんな
角度から話を聞けて良かったと思います。そこでふと思ったの
ですが、昔はお盆の頃のテレビ番組は心霊や超能力やUFOの番
組が多かったのに今は少なくなって残念です。	（柴田町・55歳）
編：今号の「名著への旅」で実話怪談を 1冊紹介しております。
同じジャンルでご当地物が結構出版されてますので、テレビ番
組の代わりにぜひ読んでみてはいかがでしょうか？

　名著への旅で紹介されていた『暗獄怪談　憑かれた話』を読ん
でみたくなりました。夏の暑い夜に読むと涼しくなれそうです。	
	 	 	 	 　（仙台市青葉区・50歳）
編：映像や音声による「こわさ」もありますが、「文字で読む
こわさ」も相当なものかもしれませんね。今年の酷暑を乗り切
る一助になれば「これぞ名著」と言えましょう。

　深澤昌夫先生の記事を拝読し、怪談などの幻想文学は、日本
が様々な宗教にも寛容でありながら、明治維新と敗戦、近年の
グローバリズムの時代に入っても尚あらゆるメディアで用いら
れ受け継がれてきているのだと日本文学の歴史観を学ぶ事がで
きました。内田克哉先生の記事では、人間のストレスホルモン
の生成に関わる臓器の役割について理解することができまし
た。また、ストレスとうまく付き合うには睡眠、栄養、運動と
いう前提がまずは必要なのだと再認識することができました。	
	 	 	 	 　（仙台市青葉区・35歳）
編：怪談や幽霊などの「おそろしいもの」がなぜ昔から人々に
魅力を持って受け入れられるのか、日本の宗教感や文化との結
びつきがとても興味深かったです。さて現代の「おそれ」と上
手く付き合っていくためには、よく食べよく眠りよく動く…「く
うねるあそぶ（うごく）」を大切にしていきたいですね。心身
ともに、健康的な生活を心がけていきたいものです。

　東北大学・内田さんの、「脳を詳しく調べれば、人の心が分
かりますか」と問われれば、現時点での答えは「いいえ」です。
と聞いて少し安心しました。	 （仙台市宮城野区・69歳）
編：脳の機能によってすべてが決まっているとしても、いろいろ
些細なことで心が揺れたりするのが人間らしいと思っているので、
少し安心されたお氣持ち、なんとなく理解できる氣がいたします。

　自分が学生の頃は、試験や成績のために勉強しており、学び
に対する面白さや興味を持つようになったのは、40代からの
ように感じます。先生方のインタビューを読み、それぞれの学
問や研究から自分にはなかった物事の捉え方や、多角的な視点
を持つことができました。受け身で学ぶのではなく、自分で考
え、情報の活用を試みるなど、学びを深めていきたいと感じま
した。	 	 	 	 　（仙台市太白区・45歳）
編：「学び」についての深いご感想をありがとうございます。
そうですね、面白く学べるのは、受け身でなく、主体性をもつ
からこそ、と思われます。「まなびのめ」も存分に活用して、
これからも学びを深めていただければ幸いです。

　「学び」イベント参加体験記を読んでいて、開催場所の記載が内
容と異なり、間違いかなと思いました。　（仙台市太白区・57歳）
編：ご指摘ありがとうございます。編集上のミスでした。そこま
でじっくりとご覧いただけていることにあらためて感謝するとと
もに、内容のチェックもより念入りに行うよう、肝に銘じます。

読者と編集部の
キャッチボール

読者の声

「まなびのめ」第 61号懸賞クイズの正解は下記のとおりです。

第61号

Q.1 　深澤先生が研究の道に進むきっかけとなった小説集の著者名・書名は？　 答え「上田秋成・雨月物語」

Q.2 　不安や恐怖の情動に関わる脳の中の２つの重要な部分は何と何？　答え「偏桃体・分界条床核」

粗
品

進
呈

参加体験記 参加体験記募集中！
読者の皆様が参加された、「学び」イベントの感想やレポートをお待ちしています。
掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。
「まなびのめ」編集部へはがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームよりお送りください。

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。
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東北歴史博物館３階講堂 280 名
Tel 022-368-0102宮城県多賀城跡調査研究所

東北学院大学土樋キャンパス・ラーニングコモンズコラトリエ・リエゾン 50 名
Tel 022-264-6406東北学院大学法学政治学研究所

Tel 022-264-6405東北学院大学東北文化研究所
東北学院大学土樋キャンパス・ホーイ記念館ホール 150 名

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3810東北工業大学

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3818東北工業大学地域連携センター　地域未来構築事業

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3818東北工業大学地域連携センター 地域未来構築事業

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール 定　員 50 名
Tel 022-264-6362学都仙台コンソーシアム・東北学院大学

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3818東北工業大学地域連携センター　地域未来構築事業

エル・パーク仙台セミナーホール 70 名
Tel 022-268-8301 公益財団法人せんだい男女共同参画財団

せんだい環境学習館たまきさんサロン 20 名
Tel 022-214-1233せんだい環境学習館たまきさんサロン

Zoom によるオンライン開催
学都仙台コンソーシアム・東北工業大学 Tel 022-305-3818

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール 50 名
Tel 022-374-5090学都仙台コンソーシアム・仙台白百合女子大学

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール 50 名
Tel 022-393-6453学都仙台コンソーシアム・仙台青葉学院短期大学

せんだい環境学習館たまきさんサロン 20 名（小学 4 年生以上）
Tel 022-214-1233せんだい環境学習館たまきさんサロン

100 名

東北歴史博物館３階講堂 290 名
Tel 022-368-0106東北歴史博物館

仙台文学館
Tel 080-6013-5008せんだい文学塾

東北工業大学　一番町ロビー 2 階ホール
宮城県美術館、東北工業大学 Tel 022-723-0538

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3818東北工業大学地域連携センター　地域未来構築事業

50 名（先着）

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール 50 名
Tel 022-393-6453学都仙台コンソーシアム・仙台青葉学院短期大学

50 名仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール
Tel 022-393-6453学都仙台コンソーシアム・仙台青葉学院短期大学

講　師　渡辺晃宏氏（奈良大学教授）

講　師　佐々木くみ氏（東北学院大学法学部教授）

講　師　堀江政広氏（東北工業大学産業デザイン学科教授）

講　師　郷古雅春氏（宮城大学事業構想学群教授）

講　師　川島和浩氏（東北工業大学ライフデザイン学部教授）

講　師　谷達彦氏（東北学院大学経済学部准教授）

講　師　平山亮氏（大阪公立大学大学院文学研究科准教授）

講　師　斉藤緑里氏（野菜ソムリエ上級プロ）

講　師　阿南透氏（江戸川大学社会学部教授）

講　師　阿子島香氏（東北歴史博物館館長）

講　師　角田光代氏・井上荒野氏・江國香織氏（直木賞作家たち）

講　師　小祝慶紀氏（東北工業大学ライフデザイン学部教授）

講　師　加藤美紀氏（仙台白百合女子大学教授）

講　師　アンソニー スミス氏（仙台青葉学院短期大学教授）

講　師　小檜山祐幹氏（宮城県美術館副主任研究員）

講　師　曹淼氏（東北工業大学建築学部准教授）

講　師　中川憲一氏（仙台管区気象台気象防災部地域防災推進課地球温暖化情報官）

講　師　アンソニー スミス氏（仙台青葉学院短期大学教授）

講　師　アンソニー スミス氏（仙台青葉学院短期大学教授）

講　師　熊野彰氏（手しごと AKIU 代表（仙台箪笥 熊野洞 代表））

館長講座（第６回）
「隣の国と考古学２：韓国」　

せんだい文学塾 11 月講座

学都仙台コンソーシアム サテライトキャンパ
ス公開講座「環境政策の経済学－環境問題へ
応用された経済学の手法とは－」（オンライン）

学都仙台コンソーシアム サテライトキャ
ンパス公開講座「希望を拓くスピリチュ
アルケア－フランクルの治療例に学ぶ－」

学都仙台コンソーシアム サテライトキャンパス
公開講座 「シネマイングリッシュ講座　第３回
～ドライビング Miss デイジーを題材に～」

まちなか美術講座 2023
「カンヴァスを離れて―カンディンスキー
からネオ・ダダまで」

「地域未来学」講座 22
「AI 技術を活用した建築設計」
（オンライン）

たまきさんサロン講座「第 11 回気象サ
イエンスカフェ東北『地球温暖化のいま
～もっと知ってほしい温暖化の問題～」

学都仙台コンソーシアム サテライトキャンパス
公開講座「シネマイングリッシュ講座 第２回
～ドライビング Miss デイジーを題材に～」

学都仙台コンソーシアム サテライトキャンパス
公開講座「シネマイングリッシュ講座 第１回
～ドライビング Miss デイジーを題材に～」

多賀城歴史講座
―渡辺晃宏先生特別講演会

「古代の木簡と多賀城」

法学政治学研究所第 32 回公開講座－市民生活と法
－第 1 回「憲法上の権利と民主主義－アメリカにお
ける中絶の権利をめぐる対立を契機として－」

市民公開講座 No.579「子育て中の父親
を対象とした「パパのびワークショップ」
のデザイン」（オンライン）

「地域未来学」講座 19 「サステイナビリティ
の視点からみる世界農業遺産「大崎耕土」の
水管理の知恵と価値」（オンライン）

「地域未来学」講座 20「中小企業が SDGs に取
組む理由は何か？－地域経済・地域社会における
中小企業の役割を考える－」（オンライン）

学都仙台コンソーシアム サテライトキャ
ンパス公開講座「これからの日本の財政を
考える－国際比較の視点から」

「地域未来学」講座 21 
「秋保地域の近況報告」（オンライン）

ジェンダー論公開講座
「男性にとってのジェンダー問題」

たまきさんサロン講座「仙台のとれたて
を食べよう！～体と心にやさしい地産地
消と旬の野菜のお話～」

2023 年度東北文化研究所学術講演会
「全国に広がるねぶた・七夕」

詳細はWeb版に掲載しております。http://manabinome.com/

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されていたものが中止・
延期となることがあります。最新の情報は主催者のホームページ等でご
確認をお願いいたします。

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

詳細情報も

　定員 50名の対面方式の講座です。午前中ということもあり、
高齢者が多く参加していました。おそらく、「脚は“第2の心臓”」
の意味するところを理解している人は多いと思います。個人的
には父が 90歳を過ぎた頃から脚のむくみ症状がでて困ってい
たこともあり、身近な問題として関心がありました。

　講師は大学で教鞭をとっている現役の理学療法士です。むく
みが専門で、特にリンパ腫などによるむくみ治療についてドイ
ツへ留学して国際的な専門資格を取得しているそうです。今回
の講義の前半は、心臓の働きと体内の血液の循環器系、そして
運動の効果の説明でした。後半はむくみ（浮腫）の原因とその
対処法の話です。

　身体各部では毛細血管を通じた水分の移動により体内細胞へ
の栄養の供給と逆に細胞からの老廃物の吸収除去という働きが
行われています。講師は血管から体内へでた水分は 10％がリ
ンパ管へ入り、残りの 90％が再び毛細血管へ戻るという出入
りの姿をポンチ絵にして解説します。この水分移動の量的バラ
ンスが崩れると細胞間の水分が増えてむくみの発生につながり
ます。バランスを崩す原因には高血圧や血液たんぱくの減少、
血管損傷、リンパ管の異常など、いろいろあります。むくみに
は症状が身体の全身か一部かによって原因や対処法は異なるの
で医師の診察を仰ぐことが必要になります。

　むくみの対策としてつま先立ちや効果的な歩き方等の運動療
法も紹介していますが、具体的な実施方法や効果に関する言及
はあまりなかったように思います。むくみと運動の関係につい
てその改善効果や実践例等理学療法からの知見も紹介してもら
えれば参考になったことでしょう。

　インターネットを通じて情報を得ることは容易になった時代
ですが、得られた情報の信頼性や読み取り方など素人には判断
しにくいこともあります。このような情報をうまく活用するた
めには専門家のアドヴァイスが頼りになります。話し手が話し
たいこと、伝えたいことと聞き手が聞きたいこと、知りたいこ
との間には重なる部分もあればそうでない部分もあります。質
問で引き出すという方法もありますが、聞き手が間口を拡げて
幅広くくみ取ってゆくようにすれば新しい発見があるのかもし
れません。	 　　　　　　　　　　	（仙台市　島田昭一）

■学都仙台コンソーシアムサテライトキャンパス公開講座
	　「脚は“第２の心臓”～むくみと運動の関係～」
講　師：東北文化学園大学　小野部純氏
日　時：2023年 7月 22日（土）10：30～ 12：00
場　所：仙台市民活動サポートセンター６Fセミナーホール
主　催：学都仙台コンソーシアム・東北文化学園大学地域連携センター

参加体験記

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第 62号・秋／「紫苑」（si-on）

　　

　第 61 号 おそれ

　今号のテーマ『おそれ』で恐怖や不安などについていろんな
角度から話を聞けて良かったと思います。そこでふと思ったの
ですが、昔はお盆の頃のテレビ番組は心霊や超能力やUFOの番
組が多かったのに今は少なくなって残念です。	（柴田町・55歳）
編：今号の「名著への旅」で実話怪談を 1冊紹介しております。
同じジャンルでご当地物が結構出版されてますので、テレビ番
組の代わりにぜひ読んでみてはいかがでしょうか？

　名著への旅で紹介されていた『暗獄怪談　憑かれた話』を読ん
でみたくなりました。夏の暑い夜に読むと涼しくなれそうです。	
	 	 	 	 　（仙台市青葉区・50歳）
編：映像や音声による「こわさ」もありますが、「文字で読む
こわさ」も相当なものかもしれませんね。今年の酷暑を乗り切
る一助になれば「これぞ名著」と言えましょう。

　深澤昌夫先生の記事を拝読し、怪談などの幻想文学は、日本
が様々な宗教にも寛容でありながら、明治維新と敗戦、近年の
グローバリズムの時代に入っても尚あらゆるメディアで用いら
れ受け継がれてきているのだと日本文学の歴史観を学ぶ事がで
きました。内田克哉先生の記事では、人間のストレスホルモン
の生成に関わる臓器の役割について理解することができまし
た。また、ストレスとうまく付き合うには睡眠、栄養、運動と
いう前提がまずは必要なのだと再認識することができました。	
	 	 	 	 　（仙台市青葉区・35歳）
編：怪談や幽霊などの「おそろしいもの」がなぜ昔から人々に
魅力を持って受け入れられるのか、日本の宗教感や文化との結
びつきがとても興味深かったです。さて現代の「おそれ」と上
手く付き合っていくためには、よく食べよく眠りよく動く…「く
うねるあそぶ（うごく）」を大切にしていきたいですね。心身
ともに、健康的な生活を心がけていきたいものです。

　東北大学・内田さんの、「脳を詳しく調べれば、人の心が分
かりますか」と問われれば、現時点での答えは「いいえ」です。
と聞いて少し安心しました。	 （仙台市宮城野区・69歳）
編：脳の機能によってすべてが決まっているとしても、いろいろ
些細なことで心が揺れたりするのが人間らしいと思っているので、
少し安心されたお氣持ち、なんとなく理解できる氣がいたします。

　自分が学生の頃は、試験や成績のために勉強しており、学び
に対する面白さや興味を持つようになったのは、40代からの
ように感じます。先生方のインタビューを読み、それぞれの学
問や研究から自分にはなかった物事の捉え方や、多角的な視点
を持つことができました。受け身で学ぶのではなく、自分で考
え、情報の活用を試みるなど、学びを深めていきたいと感じま
した。	 	 	 	 　（仙台市太白区・45歳）
編：「学び」についての深いご感想をありがとうございます。
そうですね、面白く学べるのは、受け身でなく、主体性をもつ
からこそ、と思われます。「まなびのめ」も存分に活用して、
これからも学びを深めていただければ幸いです。

　「学び」イベント参加体験記を読んでいて、開催場所の記載が内
容と異なり、間違いかなと思いました。　（仙台市太白区・57歳）
編：ご指摘ありがとうございます。編集上のミスでした。そこま
でじっくりとご覧いただけていることにあらためて感謝するとと
もに、内容のチェックもより念入りに行うよう、肝に銘じます。

読者と編集部の
キャッチボール

読者の声

「まなびのめ」第 61号懸賞クイズの正解は下記のとおりです。

第61号

Q.1 　深澤先生が研究の道に進むきっかけとなった小説集の著者名・書名は？　 答え「上田秋成・雨月物語」

Q.2 　不安や恐怖の情動に関わる脳の中の２つの重要な部分は何と何？　答え「偏桃体・分界条床核」

粗
品

進
呈

参加体験記 参加体験記募集中！
読者の皆様が参加された、「学び」イベントの感想やレポートをお待ちしています。
掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。
「まなびのめ」編集部へはがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームよりお送りください。

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。
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東北歴史博物館３階講堂 280 名
Tel 022-368-0102宮城県多賀城跡調査研究所

東北学院大学土樋キャンパス・ラーニングコモンズコラトリエ・リエゾン 50 名
Tel 022-264-6406東北学院大学法学政治学研究所

Tel 022-264-6405東北学院大学東北文化研究所
東北学院大学土樋キャンパス・ホーイ記念館ホール 150 名

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3810東北工業大学

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3818東北工業大学地域連携センター　地域未来構築事業

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3818東北工業大学地域連携センター 地域未来構築事業

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール 定　員 50 名
Tel 022-264-6362学都仙台コンソーシアム・東北学院大学

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3818東北工業大学地域連携センター　地域未来構築事業

エル・パーク仙台セミナーホール 70 名
Tel 022-268-8301 公益財団法人せんだい男女共同参画財団

せんだい環境学習館たまきさんサロン 20 名
Tel 022-214-1233せんだい環境学習館たまきさんサロン

Zoom によるオンライン開催
学都仙台コンソーシアム・東北工業大学 Tel 022-305-3818

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール 50 名
Tel 022-374-5090学都仙台コンソーシアム・仙台白百合女子大学

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール 50 名
Tel 022-393-6453学都仙台コンソーシアム・仙台青葉学院短期大学

せんだい環境学習館たまきさんサロン 20 名（小学 4 年生以上）
Tel 022-214-1233せんだい環境学習館たまきさんサロン

100 名

東北歴史博物館３階講堂 290 名
Tel 022-368-0106東北歴史博物館

仙台文学館
Tel 080-6013-5008せんだい文学塾

東北工業大学　一番町ロビー 2 階ホール
宮城県美術館、東北工業大学 Tel 022-723-0538

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-305-3818東北工業大学地域連携センター　地域未来構築事業

50 名（先着）

仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール 50 名
Tel 022-393-6453学都仙台コンソーシアム・仙台青葉学院短期大学

50 名仙台市市民活動サポートセンター６階セミナーホール
Tel 022-393-6453学都仙台コンソーシアム・仙台青葉学院短期大学

講　師　渡辺晃宏氏（奈良大学教授）

講　師　佐々木くみ氏（東北学院大学法学部教授）

講　師　堀江政広氏（東北工業大学産業デザイン学科教授）

講　師　郷古雅春氏（宮城大学事業構想学群教授）

講　師　川島和浩氏（東北工業大学ライフデザイン学部教授）

講　師　谷達彦氏（東北学院大学経済学部准教授）

講　師　平山亮氏（大阪公立大学大学院文学研究科准教授）

講　師　斉藤緑里氏（野菜ソムリエ上級プロ）

講　師　阿南透氏（江戸川大学社会学部教授）

講　師　阿子島香氏（東北歴史博物館館長）

講　師　角田光代氏・井上荒野氏・江國香織氏（直木賞作家たち）

講　師　小祝慶紀氏（東北工業大学ライフデザイン学部教授）

講　師　加藤美紀氏（仙台白百合女子大学教授）

講　師　アンソニー スミス氏（仙台青葉学院短期大学教授）

講　師　小檜山祐幹氏（宮城県美術館副主任研究員）

講　師　曹淼氏（東北工業大学建築学部准教授）

講　師　中川憲一氏（仙台管区気象台気象防災部地域防災推進課地球温暖化情報官）

講　師　アンソニー スミス氏（仙台青葉学院短期大学教授）

講　師　アンソニー スミス氏（仙台青葉学院短期大学教授）

講　師　熊野彰氏（手しごと AKIU 代表（仙台箪笥 熊野洞 代表））

館長講座（第６回）
「隣の国と考古学２：韓国」　

せんだい文学塾 11 月講座

学都仙台コンソーシアム サテライトキャンパ
ス公開講座「環境政策の経済学－環境問題へ
応用された経済学の手法とは－」（オンライン）

学都仙台コンソーシアム サテライトキャ
ンパス公開講座「希望を拓くスピリチュ
アルケア－フランクルの治療例に学ぶ－」

学都仙台コンソーシアム サテライトキャンパス
公開講座 「シネマイングリッシュ講座　第３回
～ドライビング Miss デイジーを題材に～」

まちなか美術講座 2023
「カンヴァスを離れて―カンディンスキー
からネオ・ダダまで」

「地域未来学」講座 22
「AI 技術を活用した建築設計」
（オンライン）

たまきさんサロン講座「第 11 回気象サ
イエンスカフェ東北『地球温暖化のいま
～もっと知ってほしい温暖化の問題～」

学都仙台コンソーシアム サテライトキャンパス
公開講座「シネマイングリッシュ講座 第２回
～ドライビング Miss デイジーを題材に～」

学都仙台コンソーシアム サテライトキャンパス
公開講座「シネマイングリッシュ講座 第１回
～ドライビング Miss デイジーを題材に～」

多賀城歴史講座
―渡辺晃宏先生特別講演会

「古代の木簡と多賀城」

法学政治学研究所第 32 回公開講座－市民生活と法
－第 1 回「憲法上の権利と民主主義－アメリカにお
ける中絶の権利をめぐる対立を契機として－」

市民公開講座 No.579「子育て中の父親
を対象とした「パパのびワークショップ」
のデザイン」（オンライン）

「地域未来学」講座 19 「サステイナビリティ
の視点からみる世界農業遺産「大崎耕土」の
水管理の知恵と価値」（オンライン）

「地域未来学」講座 20「中小企業が SDGs に取
組む理由は何か？－地域経済・地域社会における
中小企業の役割を考える－」（オンライン）

学都仙台コンソーシアム サテライトキャ
ンパス公開講座「これからの日本の財政を
考える－国際比較の視点から」

「地域未来学」講座 21 
「秋保地域の近況報告」（オンライン）

ジェンダー論公開講座
「男性にとってのジェンダー問題」

たまきさんサロン講座「仙台のとれたて
を食べよう！～体と心にやさしい地産地
消と旬の野菜のお話～」

2023 年度東北文化研究所学術講演会
「全国に広がるねぶた・七夕」

詳細はWeb版に掲載しております。http://manabinome.com/

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されていたものが中止・
延期となることがあります。最新の情報は主催者のホームページ等でご
確認をお願いいたします。

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

詳細情報も


